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【目 的】子 宮 内膜症患 者 の 腹 水 中免 疫担 当細胞 の

異 常 が 内膜 症 病 変 の 進 展 に 関与 し，こ れ らを局 所

で 謁節 す る 因子 の
一

つ と して 細 胞 間 接着 分 子 の
一

つ で あ る ICAM − 1 が 関与 し て い る 可能性が あ る 。

今 回 ，子 宮 内膜 症 患者 腹水 中 ，お よ び種 々 の 条 件

下 で 培 養 し た 末 梢血 中 単球 の ⊥ 清 中 の soluble

ICAM − 1 濃度 を 測定す る こ と ，ま た 培 養 上清 中 の

サ イ ト カ イ ン 濃 度 を測 定 す る こ と に よ り soluble

ICAM − 1 と 子 宮内膜症 の 進 展 と の 関連 を 明 らか に

す る こ とを 目的 と し た 。

【方 法 】腹 腔 鏡下 手術を施行 し た 内膜症 患者及 び

非 内膜 症患者 よ り，手 術時 腹水 及 び 末梢 血 を採 取

した 。 末 梢血 は ，PBS で 希 釈 後 Ficoll− Conray 溶

液 比 重 遠 心 法 に て 単核 球を 分離 し ，つ い で プ ラ ス

チ ッ ク 付着 法 に て 単球 を分離 し た 。得 られ た 単球

を 3 × IO　5／ml の 濃度 に 調整 しRPMI 　l640培養液 （10

％ FCS 添 加 ） で 培養 し た 。
　 P｝s球 に ICAM − 1を発現

さ せ る 因
．
了
・
と し て ，培 養液 中 に M − CSF （10，20，

50pg／ml ），　 IFN − r （100，500 ，
10001U ／ml ），　 II．− 6

（0．1，1，10ng ／m1 ）を そ れ ぞ れ 添加 し ，24時間 ， 48

時間 ，72時 間 後 の 培 養 ．ヒ清を採 取 ，培 養 上清 お よ

び 腹 水 中 の s−ICAM − 1濃度を ELISA 法 に て 測定 し

た 。 ま た 培養 上 清中 の IFN − r と IL− 6 濃度 を

ELISA法 に て 測 定 し た 。

【成 績 】　1．内膜症患 者 腹水 中 の s−ICAM − 1 濃皮 は，

コ ン ト ロ
ール に 比 し高 い傾向を示 し た 。 2 単球培

養上 清 中 の s−ICAM − 1 濃度 は 各 サ イ トカ イ ン 添 加

lC よ り 濃度 依 存性 に 高 く な る 傾 向 を 示 し た 。 3．培

養上 清 中 の IFN − r ，IL− 6 濃度 は コ ン ト ロ
ー

ル に

比 し高 い 傾 向を 示 し た 。

【結 論】子 宮 内 膜症 の 進展 に は s−ICAM − 1 が 関 与

して い る 冂∫能 性 が 示唆 さ れ た 。

［目的 1 最近 、 子宮 内 膜 と oxytocin 受 容体 （OTR ）

と の 生 理学的関係が 注 目 され て い る が 、異所性 子

宮内膜 に お ける病態生 理 は不 詳で ある 。 今 回子宮

内膜 症患者 の 異所 性子 宮 内膜組織 の OTR 遺伝子 発

現お よ び OTR の免疫 組織学 的検討 を行 な い
、 さ ら

に danaz 。 1（Dz ）、buserelin （Bu ）お よ び妊娠 中 に よ る

異所 性 子 宮内膜組 織 の OTR 遺 伝子 発現 の 変化 を調

べ た 。　［方法］（1）組織採 取 ；子宮内 膜症患者（未治

療5 例、治療3 例 、妊娠 2 例 ）の 子宮内膜お よ び異所

性 子宮 内膜 を患者 の 同意 を得 て 採取 した。内膜 症

治療は BugOOIt9 ／日また は Dz400mg ／日を4 ケ月

を 行 な い 、妊娠例 は 14 週 と 16 週時 に 採取 した 。（2 ＞

免疫染 色 ：ヒ トOTR 細 胞 外 d 。 main に 対 す る

monoclonal 抗体（OTR 抗 体｝を用 い た 。（3 ）RT
− pCR ：

増 幅領域 は ヒ ト　OTRcDNA の 細胞膜貫通d・ main 領

域 で 実施 し、特異 的probe に て 検 出 した。　 OTR 遣 伝

子発現量 は β
一

actin の 遺伝 子発現で 比 較 し た 。

［成績］（1）子宮 内 膜 お よ び 異 所 性 子宮 内膜 に

OTR 遺伝子 発現が認め られた 。 （2）子宮 内膜 お よ

び異所性 内膜 の 腺上 皮が 同様 に OTR 抗体で 染色 さ

れ た 。 （3）治療例お よ び妊娠例 の 異所性 内膜 は そ

れ ぞ れ組織学的に萎縮 ・脱落膜様変化な どが 認 め

ら れ た が 、OTR 遺伝子発現量 に有意な 変化 を認め

な か っ た 。 1結 論1（1）異 所性子 宮内膜 に 子宮 内膜 と

同様に OTR 遺 伝 子 が発現 し、異所 性 子 宮内膜 は

oxytocin の 標的組織で ある こ とを今 回初め て確 認

し た。（2 ）内膜症 の 薬物治療 や妊娠 は OTR 遺伝子

発現 に 有 意な影響 をお よ ぼ さなか っ た 。 以上 の 結

果 よ り内膜症病巣の OTR 遺 伝 了
一
発現は ス テ ロ イ ド

ホ ル モ ン に よ る 病巣 の 形態 的変化 と 異 な り、内膜

症病巣 の 基本的 な 維 持 機構 に 関す る 重 要 な 因 子 で

ある こ とが 示 唆 さ れ た 。
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